




企
画
展
「
遠
流
の
地　

土
佐
」

会　
　

期　

令
和
2
年
1
月
10
日
（
金
）
～
3
月
8
日
（
日
）　

主　
　

催　

高
知
県
立
歴
史
民
俗
資
料
館
（
公
益
財
団
法
人　

高
知
県
文
化
財
団
）　

特
別
協
力　

公
益
財
団
法
人　

冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫

後　
　

援　

高
知
県
教
育
委
員
会
、
高
知
新
聞
社
、
朝
日
新
聞
高
知
総
局
、
毎
日
新
聞
高
知
支
局
、

	

　

読
売
新
聞
高
知
支
局
、
産
経
新
聞
高
知
支
局
、
共
同
通
信
社
高
知
支
局
、
時
事
通
信
社
高
知
支
局
、

	

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
高
知
放
送
局
、
Ｒ
Ｋ
Ｃ
高
知
放
送
、
Ｋ
Ｕ
Ｔ
Ｖ
テ
レ
ビ
高
知
、
Ｋ
Ｓ
Ｓ
さ
ん
さ
ん
テ
レ
ビ
、

	

　

Ｋ
Ｃ
Ｂ
高
知
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
、
エ
フ
エ
ム
高
知
、
高
知
シ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
放
送

ご
あ
い
さ
つ

　
「
遠お
ん
る流
」と
は
、古
代
の
日
本
で
行
わ
れ
た
刑
罰
で
あ
る
流
刑
の
ひ
と
つ
で
す
。当
時
の
都
・
京
都
か
ら
の
距

離
に
よ
っ
て
、「
近こ
ん

流る

」・「
中
ち
ゅ
う

流る

」・「
遠
流
」の
三さ
ん

流る

が
存
在
し
ま
し
た
。そ
の
中
で
一
番
重
い
刑
罰
が「
遠
流
」で

す
。佐
渡
や
隠
岐
な
ど
の
離
島
に
加
え
、土
佐
の
地
も「
遠
流
の
地
」と
定
め
ら
れ
、土つ
ち
み
か
ど

御
門
上じ
ょ
う
こ
う
皇
な
ど
多
く

の
人
び
と
が
流
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

意
外
な
こ
と
に
、い
ま
ま
で
高
知
県
内
の
博
物
館
に
お
い
て「
遠
流
」や「
配
流
」を
真
正
面
か
ら
取
り
上

げ
た
展
覧
会
は
行
わ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。今
回
の
展
覧
会
で
は
、あ
え
て「
遠
流
」を
真
正
面
か
ら
取
り
上

げ
ま
す
。古
代
に
始
ま
っ
た
流
刑
の
歴
史
を
た
ど
る
と
と
も
に
、「
遠
流
の
地
」が
土
佐
の
文
化
へ
い
か
な
る

影
響
を
与
え
た
の
か
の
考
察
も
試
み
ま
し
た
。

　

か
つ
て
の
天
皇
で
あ
る
土
御
門
上
皇
を
は
じ
め
、法
然
・
毛
利
勝
永
・
伊
達
宗
勝
ら
、土
佐
へ
流
さ
れ
た
人
び

と
の
資
料
を
一
堂
に
集
め
、こ
れ
ま
で
あ
ま
り
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た「
遠
流
」と
向
き
合
い
ま
す
。さ
ら
に
、

土
佐
藩
に
お
け
る
追
放
刑
で
あ
る「
禁
足
」な
ど
、土
佐
藩
内
の「
配
流
」に
関
す
る
資
料
も
公
開
し
ま
す
。

　

ま
た
、本
展
企
画
の
一
環
と
し
て
、土
佐
に
と
ど
ま
ら
ず
日
本
の
流
刑
に
つ
い
て
深
く
掘
り
下
げ
る
連
続
講

座
を
実
施
す
る
こ
と
に
し
て
お
り
、講
師
を
つ
と
め
る
各
先
生
方
か
ら
は
本
誌
の
た
め
に
玉
稿
を
賜
り
ま
し

た
。こ
の
場
を
借
り
て
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、こ
れ
ま
で
当
館
へ
貴
重
な
資
料
を
ご
寄
贈
・
ご
寄
託
く
だ
さ
っ
た
皆
様
を
は
じ

め
、本
展
開
催
に
際
し
、貴
重
な
資
料
を
ご
出
品
賜
り
ま
し
た
関
係
各
位
に
、改
め
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
2
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1
月
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日		
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凡　

例

○
本
書
は
、高
知
県
立
歴
史
民
俗
資
料
館
に
お
い
て
、令
和
2
年
1
月
10
日（
金
）～
令
和
2
年

3
月
8
日（
日
）に
開
催
す
る
企
画
展『
遠
流
の
地 

土
佐
』の
展
示
解
説
図
録
で
あ
る
。

○
会
期
中
、資
料
保
護
の
た
め
展
示
資
料
を
一
部
変
更
す
る
こ
と
が
あ
る
。ま
た
資
料
番
号
は

展
示
全
体
の
流
れ
を
考
慮
し
て
付
し
た
が
、実
際
の
展
示
順
と
は
異
な
る
場
合
が
あ
る
。

○
途
中
で
名
前
が
変
わ
る
な
ど
、一
般
的
な
呼
称
が
複
数
あ
る
人
物
に
つ
い
て
は
毛
利
勝
信
な

ど
一つ
の
名
前
に
統
一
し
た
。

○
釈
文
に
つ
い
て
は
一
部
、適
宜
読
点
や
傍
注
を
付
し
て
い
る
。

○
旧
字
・
異
体
字
は
基
本
的
に
新
字
と
し
た
が
、史
料
引
用
や
釈
文
は
こ
の
か
ぎ
り
で
は
な
い
。

　

ま
た
、合
字
は
平
仮
名
に
直
し
て
い
る
。

○
旧
地
名
を
用
い
る
場
合
は
、「
土
佐（
高
知
県
）」の
よ
う
に
、現
在
の
地
名
を
適
宜
補
っ
た
。

○
本
書
の
特
論
及
び
コ
ラ
ム
に
つ
い
て
は
、当
館
資
料
調
査
員
目
良
裕
昭
氏
、福
岡
市
博
物
館

市
史
編
さ
ん
室
八
嶋
義
之
氏
、九
州
大
学
医
学
歴
史
館
赤
司
友
徳
氏
よ
り
玉
稿
を
い
た
だ

い
た
。ま
た
、明
治
大
学
教
授
清
水
克
行
氏
よ
り
特
別
寄
稿
と
し
て
玉
稿
を
賜
っ
た
。

○
本
書
の
編
集
・
執
筆
は
、当
館
学
芸
員
石
畑
匡
基
が
担
当
し
た
。

　

ま
た
、釈
文
や
各
種
の
デ
ー
タ
入
力
で
は
当
館
学
芸
補
助
員
久
保
由
美
の
協
力
を
得
た
。併

せ
て
、福
岡
市
博
物
館
市
史
編
さ
ん
室
の
八
嶋
義
之
氏
よ
り
釈
文
の
ご
教
示
を
得
た
。

一
、「
境
界
の
地
」の
ゆ
ら
ぎ

　
「
北
は
北
海
道
か
ら
南
は
沖
縄
ま
で
…
」。こ
れ
は
テ
レ
ビ
の
ニュ
ー
ス
や
天
気
予
報
な
ど
で
、「
日
本
全
国
」を
表
現
す
る
と

き
の
お
馴
染
み
の
言
い
ま
わ
し
だ
ろ
う
。と
こ
ろ
が
、同
じ
よ
う
な
言
い
ま
わ
し
は
、古
代
～
中
世
の
日
本
に
も
あ
っ
た
。次
に

掲
げ
る
の
は
、平
安
時
代
の
法
令
集『
延
喜
式
』の
記
述
で
あ
る
。

　
「
四
方
の
堺
、東
方
陸
奥
、西
方
遠
値
賀
、南
方
土
佐
、北
方
佐
渡
」

　
つ
ま
り
、ま
だ
北
海
道
や
沖
縄
が
日
本
国
に
は
含
ま
れ
て
お
ら
ず
、正
確
な
測
量
に
も
と
づ
く
日
本
地
図
も
な
か
っ
た
時

代
、日
本
国
の
北
の
境
界
は
陸
奥（
と
く
に
外
ヶ
浜
、現
在
の
青
森
県
津
軽
半
島
付
近
）、西
の
境
界
は
遠お

ぢ

か
値
賀
島（
現
在
の
長

崎
県
五
島
列
島
）、南
の
境
界
は
土
佐（
現
在
の
高
知
県
）、北
の
境
界
は
佐
渡
島（
現
在
の
新
潟
県
佐
渡
）と
認
識
さ
れ
て
い

た
の
で
あ
る
。た
だ
し
、こ
れ
ら
の
地
名
は
史
料
に
よ
っ
て
微
妙
に
異
な
り
、北
の
境
界
を
蝦
夷
が
嶋（
現
在
の
北
海
道
）、西
の

境
界
を
鬼
界
島（
現
在
の
鹿
児
島
県
薩
南
諸
島
）や
対
馬（
現
在
の
長
崎
県
対
馬
）と
す
る
史
料
な
ど
も
存
在
す
る
。い
ず
れ

に
し
て
も
、古
代
～
中
世
の
日
本
人
に
と
っ
て
、日
本
国
と
は
、ほ
ぼ
本
州
と
四
国
・
九
州
を
中
心
に
構
成
さ
れ
る
も
の
で
、そ

の
境
界
は
人
に
よ
っ
て
微
妙
な
認
識
の
ち
が
い
が
あ
っ
た
。

　

こ
の
う
ち
南
の
境
界
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
土
地
が
、本
稿
の
主
題
と
な
る
土
佐
国
で
あ
る
。土
佐
国
は
古
代
の
律
令
制

度
以
来
、「
遠
流
の
地
」と
位
置
づ
け
ら
れ
、承
久
の
乱
で
敗
れ
た
土
御
門
上
皇
は
じ
め
、浄
土
宗
の
開
祖
法
然
、歌
人
の
京
極

為
兼
な
ど
、土
佐
国
に
流
刑
に
処
さ
れ
た
人
々
は
数
多
い
。こ
の「
遠
流
の
地　

土
佐
」と
い
う
位
置
づ
け
も
、さ
き
に
述
べ
た
よ

う
な
古
代
～
中
世
人
の
国
土
観
に
由
来
す
る
も
の
と
い
え
る
だ
ろ
う
。古
代
～
中
世
に
お
い
て
土
佐
は
日
本
国
の
境
界
、「
僻

遠
の
地
」で
あ
り
、重
罪
人
を
流
す
の
に
ち
ょ
う
ど
良
い
場
所
と
認
識
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

特
別
寄
稿

中
世
日
本
の
流
罪
と
土
佐 
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